
、

krysJ
、、

ノ
、
句
、

丈
。
山
田
家
正
(
小
器
科
大
学
名
誉
教
授
)

※
中
山
比
一
を
記

L
T
い
な
い
写
真
は
、
山
田
幸

男
若
「
わ
が
海
系
研
究
五
十
年
」
よ
リ
転
技

-， 
~. 

， ， 

言辞調布幸司

為ヲ
j
3
0
4
3
命令

?滋臨時五語

還暦記念論文集掲載の山田幸男先生とサイン (1962年10月北大理学部植物学教室作成)

、、 i
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パリ・リュクサンプール宮殿前の理学部教授候補者たち (1929年、いわゆる「パリ会議Jの時の写奏、後列左端が山田、その右一

人おいて中谷宇吉郎、茅誠司、前列中央が田所哲太郎、その左杉里子自晴貞、 f写真集北大百年 1876-1976より』

1
q
3
0
(
昭
J

和

5
)
年
、
当
時
の
北
大
に
は
農
、
工
、
震
の
三
学
部
、
が
あ
っ
た
が
、
新
た

に
理
学
部
、
が
設
置
さ
れ
る
こ
ど
に
な
っ
た
。

1
q
2
7
年
に
創
立
委
員
会
、
が
で
き
、
建
物

の
設
計
ピ
教
授
候
補
若
の
選
定
に
着
手
し
た
。

-
Q
2
q
年
に
完
成
し
た
理
学
部
本
館
(
現

在
の
北
大
総
令
博
物
館
}
は
札
慌
で
、
初
め
て
の
近
代
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
逢
リ
で
、
水
洗
ト

イ
レ
を
兎
に
来
る
市
民
が
多
か
っ
た
ど
い
う
。
教
授
候
補
岩
と
し
て
全
国
か
ら
気
鋭
の

若
手
研
究
者
、
が
選
ば
れ
た
。
着
任
に
先
立
ち

1
q
2
8
年
に
彼
ら
は
2
年
間
の
欧
米
留
学

を
命
ぜ
ら
れ
、
研
鎖
を
積
ん
だ
。
教
授
候
補
岩
た
ち
に
よ
る
パ
リ
で
の
会
議
は
理
学
部
最

初
の
教
授
会
ピ
言
わ
れ
た
。
「
写
真
集
北
大
百
年

1
8
7
6
1
1
q
7
6
」
に
は
「
パ
リ
・

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
!
ル
宮
殿
前
の
理
学
部
教
授
候
補
岩
た
ら
(
昭
和
4
年
こ
と
い
う
写
真
、
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
山
田
幸
男
を
令
め
、
後
に
北
大
理
学
部
の
名
を
高
め
た
物
理

の
や
谷
宇
吉
郎
(
氷
雪
の
研
究
)
、
茅
誠
司
(
後
に
東
大
学
長
)
、
化
学
の
杉
野
目
晴
貞
(
後
に

北
大
学
長
)
ら
の
若
い
頃
の
姿
、
が
兎
え
る
。

山
田
幸
男
は
植
物
学
第
二
講
座
(
植
物
余
類
学
)
担
当
助
教
授
と
し
て

1
Q
3
0
年
4

月
に
着
任
し
翌
年
、
引
歳
の
若
さ
で
教
授
に
昇
任
し
た
。
そ
の
山
田
を
北
大
に
連
れ
て
き
た

の
は
理
学
部
創
設
委
員
の
一
人
で
、
当
時
の
植
物
学
界
の
長
老
、
北
大
農
学
部
教
授
の
宮
部

金
吾
で
あ
る
。
札
慌
農
学
校
2
期
生
の
宮
部
は
顕
花
植
物
は
も
ど
よ
リ
菌
類
や
海
藻
類
の

研
究
に
も
精
力
的
に
取
リ
組
ん
だ
世
界
的
な
植
物
学
岩
で
あ
る
。
彼
は
植
物
余
類
の
基
礎

は
隠
花
植
物
に
あ
る
ど
の
考
え
か
ら
、
北
大
を
隠
花
植
物
の
メ
ッ
ウ
に
し
た
い
ど
入
念
願
し

て
い
た
。
菌
類
の
研
究
は
す
で
に
農
学
部
で
進
め
ら
れ
て
お
リ
、
新
設
の
理
学
部
に
は
藻

類
の
研
究
拠
点
を
つ
く
リ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
宮
部
は
当
時
の
東
大
理
学
部
植

物
学
科
の
副
手
と
し
て
海
議
を
研
究
し
て
い
た
山
田
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

I
Q
2
7
年
8
月
の
あ
る
日
、
東
大
理
学
部
植
物
学
教
室
を
訪
れ
た
宮
部
は
同
教
室
所

蔵
の
議
藻
標
本
を
調
べ
る
た
め
に
早
田
丈
蔵
教
授
に
依
頼
し
て
山
田
に
標
本
室
を
案
内
さ

ぜ
終
日
村
き
令
わ
せ
た
。
主
目
的
は
海
藻
標
本
の
視
察
と
い
う
よ
り
山
田
の
教
授
候
補
岩

と
し
て
の
適
性
の
視
点
?
乞
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
y
山
田
は
自
著

の
「
わ
、
が
海
藻
研
究
五
十
年
」
(
丈
献
6
)
に
詳
し
く
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
宮
部
の
弟
子
の
北

57 Ho/，山



‘北大理学部関学の頃 (1930年4月北大理学部

植物学教室の温室で、左より山田、秋山、坂村)

忍路臨海実験所実験室で

講義中の山田苦手男 (1931年)

東大の三崎臨海実験所についで日本で2番目に

古い臨海実験所として知られる忍路磁海実験所。

今年 (2007年)創立1QO周年を迎えた

58 

大
水
産
学
部
の
時
田
邪
教
授
は
、
宮
部
先
生
、
が
1

山
田
幸
男
を
「
あ
の
青
年
は
ヴ
ユ
5
0豆
、
て
ね

え
」
ピ
百
を
輝
か
ぜ
で
人
に
言
う
の
を
聞
い
た
と
書
い
て
い
る
(
丈
献
5
)
0

こ
の
よ
う
に
し
て
、
北
大
理
学
部
植
物
余
類
学
教
室
は
宮
部
ら
の
期
待
を
背
負
っ
た
1

山

田
幸
男
を
迎
え
て
日
本
の
藻
類
学
の
拠
点
ど
な
る
べ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
因
み
に
、
助
教

授
の
山
田
と
と
も
に
創
設
期
の
教
室
を
支
え
た
助
手
は
I

山
田
の
東
大
時
代
の
後
輩
で
思
師

早
田
丈
蔵
教
授
の
女
婿
で
も
あ
る
我
山
茂
雄
で
あ
っ
た
。
杖
占
は
イ
、
ネ
科
、
ス
ゲ
属
埴
物

の
八
ず
類
に
取
リ
組
み
助
教
授
を
経
て
金
沢
大
学
教
授
ピ
な
っ
た
項
学

a

で
あ
る
。
ま
た
植
物

学
第
一
講
座
(
植
物
生
理
学
)
は
農
学
部
か
ら
移
籍
し
た
一
荻
村
撤
教
授
、
第
三
講
座
(
植
物
形

態
学
)
は
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
属
植
物
の
染
色
体
研
究
で
著
名
な
松
浦
一
教
授
が
担
当
し
た
。

海
藻
学
の
恩
師
、
関
村
金
太
捧
ど
の
虫
会
い

山
田
幸
男
は

i
q
O
O
(
明
治
犯
)
年
、
京
都
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
時
に
東
京
に
移
リ
、

東
京
府
立
一
中
、
一
高
、
東
大
に
学
ん
だ
。
中
学
の
頃
よ
リ
医
学
へ
の
道
を
志
し
ド
イ
ツ
語

を
学
び
、
一
高
で
も
医
科
志
望
の
三
部
に
在
籍
し
て
い
た
、
が
、
医
岩
の
道
、
が
嫌
い
に
な
っ
て

大
学
で
は
理
学
部
で
植
物
学
を
学
ぷ
こ
ど
に
し
た
。
山
田
の
長
男
、
占
田
真
弓
北
大
名
誉

教
授
(
動
物
学
)
に
よ
れ
ば
動
物
の
解
剖
、
が
嫌
に
な
っ
た
こ
と
、
が
原
因
ら
し
い
ど
の
こ
ど
で

あ
る
。

3
年
次
の
卒
業
研
究
は
台
湾
の
植
物
研
究
で
著
名
な
早
田
丈
蔵
教
授
の
指
導
を
陥
仰

ぐ
こ
と
に
決
め
た
、
が
、
与
え
ら
れ
た
研
究
テ
!
?
は
予
想
に
反
し
て
海
藻
の
研
究
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
平
田
の
詰
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
の
植
物
学
研
究
は
隠
花
植
物

の
研
究
岩
が
少
な
く
な
サ
そ
の
養
成
の
品
要
が
あ
る
こ
ど
、
当
教
室
で
海
藻
学
を
専
攻
し

業
績
を
あ
げ
た
北
大
の
遠
藤
吉
三
部
博
士
、
が
病
没
さ
れ
、
海
藻
学
に
関
す
る
豊
宮
な
丈
献

ピ
標
本
、
が
当
教
室
に
寄
贈
さ
れ
て
い
て
研
究
資
料
、
が
沢
占
あ
る
こ
と
、
日
本
の
海
薬
学
の

先
達
で
水
産
講
習
所
(
東
京
水
産
大
学
を
経
で
現
在
、
東
京
海
洋
大
学
)
の
岡
村
金
太
郎
教

授
の
ご
指
導
を
受
け
る
こ
ど
が
可
能
で
あ
る
こ
ど
、
な
ど

a

で
あ
る
(
丈
献
6
)
。

占
田
は
早
田
教
授
の
意
向
を
受
け
海
藻
学
を
専
攻
す
る
こ
ど
に
決
め
、
遠
藤
吉
三
郊
の

標
本
の
整
理
に
寂
リ
組
み
始
め
た
。

1
q
2
2
年
の
枚
、
江
ノ
島
で
岡
村
、
が
指
導
し
た
海

譲
の
採
集
会
で
山
田
は
、
初
め
て
関
村
に
会
っ
た
。
後
年
、
岡
村
が
亡
く
な
っ
た
時
、
「
A
フ度

海
藻
を
勉
強
す
る
岩
、
が
出
て
き
た
」
ピ
開
材
、
が
喜
ん
で
い
た
こ
と
を
岡
村
夫
人
か
ら
、
初
め
ブ



間村金太郎先生(左)と山田幸男 (1933年
北大涯学部の山田教授室で、「藻類第25巻
増補山田幸男先生追悼号、 1977Jより転載)

岡村金太郎先生をお迎えし北大理学部玄関にて、前列左より岡村先生、
山田、後)jlj左より田中剛、入野田泰夫、瀬川宗吉、秋山茂雄、稲垣震ーの

各氏、 1933年)
※筆者注記:後手IJの秋山先生以外は当時の学生たち。後年、国中は震

児島大学教授、瀬)11は九州大教授、稲垣は北海道教育大(旭川校)教授と
なり多くの研究業績をあげ、た

聞
か
さ
れ
て
心
田
は
感
動
し
た
ど
い
う
。
関
村
も
山
田
に
大
い
に
期
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

山
田
は
遠
藤
標
本
を
研
究
す
る
傍
ら
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
至
一
る
各
地
で
精
力
的
に
海
譲
の

採
集
を
行
い
、
そ
れ
ら
の
標
本
を
精
杢
し
た
上
で
岡
村
の
助
言
を
抑
い
だ
。
山
田
は
、
こ
れ

ら
の
仕
事
を
す
る
に
際
し
、
遠
藤
博
士
の
残
、
さ
れ
た
丈
献
や
標
本
、
が
如
何
に
貴
重
で
有
用

で
あ
っ
た
か
と
述
醸
し
て
い
る
。
山
田
は
直
接
的
に
は
岡
村
の
、
間
接
的
に
は
遠
藤
の
教

え
を
受
け
て
育
っ
た
ど
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

卒
業
論
丈
は
早
田
丈
蔵
教
授
か
ら
の
示
唆
で
台
湾
の
海
藻
を
研
究
す
る
こ
ど
ど
な
っ

た
。
こ
の
関
係
で
心
田
の
処
女
論
文
は
ド
イ
ツ
語
で
害
か
れ
た
「
台
湾
産
海
譲
に
関
す
る
報

告
第
一
報
緑
藻
(
植
物
学
雑
誌
約
巻

1
q
2
5
年
こ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
山
田
は

中
学
時
代
か
ら
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
で
い
た
関
僚
で
英
語
よ
リ
ド
イ
ツ
語
の
方
が
堪
能
だ
っ

た。

i
q
2
4
年
、
大
学
を
卒
業
し
、
一
副
手
ど
し
て
教
室
で
菜
類
の
研
究
を
続
け
て
い
た
が
、

I
Q
2
5
年
に
は
サ
イ
パ
ン
、
パ
ラ
オ
な
ど
甫
太
平
洋
諸
島
の
海
藻
調
盛
を
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
。

、ソ

一一

し
出
会
い

ど

同
年
は
月
、
東
京
赤
坂
の
近
衛
歩
主
八
三
速
球
に
一
年
志
願
共
ど
し
て
入
隊
。
こ
れ
は
二
十

歳
に
な
っ
た
時
に
当
時
義
務
で
あ
っ
た
設
共
検
盛
を
受
け
甲
種
令
格
に
な
り
、
大
学
卒
業

後
は
い
ず
れ
共
投
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
翌
年
東
京
で
閉
山
惟
、
さ

れ
た
汎
太
平
洋
学
術
会
議
に
中
隊
長
か
ら
特
別
許
可
を
雷
(
い
軍
服
姿
で
出
席
し
甫
洋
産
縁

藻
類
の
分
布
に
関
す
る
研
究
報
告
を
英
語
で
行
っ
た
が
、
軍
服
姿
で
の
学
会
発
表
は
話
題

ど
な
リ
新
聞
記
事
に
も
な
っ
た
。
こ
の
時
の
産
長
、
が
迩
藻
学
の
泰
斗
、
米
菌
・
力
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の

W
-
A
-
セ
ッ
チ
ェ
ル
教
授
で
、
論
丈
交
換
を
通
じ
て
互
い
に
名
前
は
知
っ

て
い
た
。
こ
の
学
会
の
経
験
や
外
国
人
研
究
岩
ど
の
交
流
、
が
後
年
の
議
外
留
学
や
研
究
推
遣

に
大
い
に
役
立

7
』
ど
に
な
る
o

I
Q
2
6
年
3
月
に
志
願
江
ハ
ど
し
て
の
任
期
を
終
え
、
再
び
研
究
生
活
に
一
反
っ
た
。
時

代
は
変
わ
リ
昭
和
に
入
っ
た
。
東
大
で
副
手
ど
し
て
研
究
に
没
頭
す
る
傍
ら
中
学
校
(
現

在
の
都
立
新
岩
高
校
)
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
博
物
学
を
講
じ
た
。

5
月
に
は
三
崎
の
臨

海
実
験
所
に
お
け
る
岡
村
教
授
の
海
藻
学
実
習
の
助
手
を
務
め
た
り
し
て
岡
村
ピ
一
緒
に
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然史科学愈j成j北海道大学総合博物館、 2004年jより転載)

過
ご
す
時
間
、
が
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て

1
q
三

7
(昭
和

2
)
年
8
月
、
前
泳
一
の
宮
部
金
吾

に
よ
る
北
大
理
学
部
教
授
へ
の
就
任
要
請
に
つ
な
が
る
。

心
戸
市
仲
町
戸
、
円
、
十
万

3
y
p
-

J
f
y
、ノ勺

/
J
U
J
τ
A
M
J

2cm 

山田幸男によって新種として発表された海藻は多い。ここには北大理学部所蔵のタイプ標本のうち3点を選び示した。

左から、緑藻オオシオグサ、紅藻ウラゾゾ、褐藻コンブモドキ

( r北大白然史タイプコレクションー 128年知の伝来、 21世紀COEr新・自

最
初
の
留
学
先
は
前
述
の
セ
ッ
チ
ェ
ル
教
授
の
研
究
室
会
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
紅
藻
類

の
ソ
ゾ
属
の
八
か
類
に
取
リ
組
み
、
こ
れ
が
後
に
学
位
論
丈
ど
し
て
結
実
し
た
。
山
田
を
北

大
に
連
れ
て
き
た
宮
部
は
そ
の
昔
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
学
ん
だ
、
が
、
そ
の
時
の
間
門
の
友

人
が
セ
ッ
チ
ェ
ル
教
授
で
あ
っ
た
。
セ
ッ
チ
エ
ル
教
授
の
下
で
研
鎖
を
積
む
こ
と
を
最
も

喜
ん
だ
の
が
宮
部
で
あ
っ
た
。
山
力
月
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
生
活
の
後
、
ア
メ
リ
力
東
部

a

の
植
物
園
や
大
学
で
の
標
本
観
察
な
ど
を
経
て

i
q
2
q
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
リ
、
フ

ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
各
国
で
標
本
調
杢
ピ
海
薬
学
岩
た
ち
と
の
交
流
の
日
々
を
過
ご
し
た
。
こ
の
時
の

標
本
調
杢
か
ら
後
に
幾
つ
か
の
論
丈
、
が
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
学
生
た
ち
へ
の
研
究
テ
l
マ

の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
、
景
、
初
に
訪
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
セ
ッ
チ
ェ
ル

教
授
か
ら
与
え
ら
れ
た
紅
譲
ソ
ゾ
馬
の
研
究
を
ま
ど
め
て
原
稿
を
問
教
授
に
送
っ
た
。
こ
の

論
丈
は

1
Q
3
1
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
紀
要
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
移
動

に
時
間
を
要
す
る
交
通
事
情
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、
海
外
で
多
忙
な
研
究
生
活
を
送
リ
な

が
ら
こ
の
論
丈
原
稿
を
作
成
し
た
こ
と
は
並
の
努
力
で
は
到
底
で
き
な
い
吻
」
ど
で
あ
ろ
う
。

我
々
弟
子
ど
も
は
1

山
田
の
仕
事
の
速
さ
に
い
つ
も
驚
嘆
さ
ぜ
ら
れ
た
、
が
、
こ
れ
は
若
い
と

き
か
ら
身
に
村
い
て
い
た
彼
の
能
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
も
終
わ
リ
に
近
づ
い
た
頃
、
山
田
は
最
後
に
訪
れ
た
い
所
、
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
革
命
後
間
も
な
い
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
(
現
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル

グ
)
に
あ
る
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
附
属
植
物
研
究
所
で
、
今
〕
こ
に
保
存
さ
れ
マ
い
る
北
淀
産
の

迩
菜
類
の
標
本
を
視
察
す
る
こ
ど
で
あ
っ
た
。
ソ
連
領
事
館
に
滞
在
許
可
を
、
申
請
し
た
が

長
く
待
た
さ
れ
た
あ
げ
く
、
結
局
許
可
は
得
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
3
月
半
ば
に
ベ
ル
リ
ン
を

発
ち
、
モ
ス
ク
ワ
経
由
の
、
ン
ベ
リ
ア
鉄
道
で
帰
国
し
た
。
こ
の

2
年
間
の
海
外
で
の
研
究
生

活
は
山
田
に
と
っ
て
終
生
志
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
。

山
田
に
と
っ
て
、
海
外
留
学
中
の
大
切
な
も
う
一
つ
の
仕
事
は
研
究
図
書
の
蒐
集
で
あ
っ



最初の留学先アメリカ・カリフォル

ニア大学のセッチェル先生 (1936年、
2度目の渡米の時に)

八丈島で、左は滋川宗吉氏、

右は舟橋説往氏 (1951年)

た
。
各
地
で
購
入
し
た
多
数
の
専
門
書
や
論
丈
別
刷
リ
な
ど
を
理
学
部
克
に
孫
一
リ
続
け
た
。

こ
れ
ら
は
A
7
B
に
至
る
ま
で
北
大
の
み
な
ら
ず
日
本
の
海
護
学
研
究
に
ど
っ
て
大
切
な
財

産
ど
な
っ
て
い
る
。

理
学
部
関
学
一
ζ

迄
薬
研
究
所

V

訪
れ
い
叩
一
也

昭
和

5
(
1
q
3
0
)
年
4
月
、
心
田
は
帰
国
し
て
す
ぐ
札
慌
に
赴
任
し
た
。
植
物
学
教

室
全
体
の
関
学
準
備
は
第
一
講
座
(
生
理
学
)
の
荻
村
撤
教
授
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
第
二

講
座
(
分
類
学
)
は
す
で
に
着
任
し
て
い
た
秋
占
助
手
、
が
準
備
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
民

要
国
書
を
は
じ
め
顕
敬
鏡
な
ど
の
備
品
の
調
達
、
標
本
の
充
実
な
ど
占
の
よ
う
な
仕
事
、
が

I

山
田
を
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
ほ
と
ん
ど
連
日
午
後
は
教
授
会
な
ど
が
開
か
れ
学
部
運
営

上
の
諸
問
題
を
片
づ
け
た
。
創
設
期
に
苦
楽
を
共
に
し
た
杖
心
は
、
「
山
田
先
生
は
よ
く
体

、
が
も
つ
な
、
ど
思
う
ほ
ど
お
働
き
に
な
っ
た
」
ど
語
っ
て
い
る
。
中
学
時
代
か
ら
の
撃
剣
(
占

田
は
剣
道
の
こ
と
を
い
つ
も
撃
剣
と
一
一
一
口
っ
て
い
た
)
で
鍛
え
た
体
は
小
柄
な
が
ら
実
に
頑

健
で
あ
リ
、
親
か
ら
健
康
な
体
を
貰
っ
た
こ
と
を
い
つ
も
感
謝
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ

し
て
人
一
倍
負
け
ず
嫌
い
で
あ
っ
た
。
趣
味
の
釣
リ
で
も
野
球
で
も
負
け
ず
嫌
い
の
逸
話

は
沢
山
残
っ
て
い
る
(
丈
献
3
)
。
そ
の
負
け
ず
嫌
い
の
山
田
、
が
教
室
の
創
設
期
に
連
日
夜

遅
く
ま
で
樹
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

J

で
き
る
。

標
本
類
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
道
内
各
地
で
秩
心
ど
と
も
に
採
集
を
行
っ
た
、
が
、
そ
の

内
窓
は
海
譲
類
に
ど
ど
ま
ら
ず
陸
上
植
物
に
も
及
ん
だ
。
学
生
時
代
に
山
野
を
歩
き
採
集

を
積
極
的
に
行
っ
た
経
験
が
生
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
海
藻
類
の
採
集
で
道
内

呑
地
を
歩
い
た
が
、
当
時
の
水
産
専
門
部
の
施
設
で
あ
っ
た
忍
路
臨
海
実
験
所
や
採
集
場

所
に
恵
ま
れ
た
室
蘭
海
岸
に
は
足
繁
く
通
っ
た
。
忍
路
の
臨
海
実
験
所
は
か
つ
て
遠
藤
吉

三
郎
が
教
授
と
し
て
教
育
研
究
に
活
用
し
た
北
部
日
本
議
唯
一
の
施
設
で
あ
リ
山
田
が
札

慌
に
赴
任
し
て
す
ぐ
訪
れ
た
。
室
蘭
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
の
で
潮
の
干
満
差
、
が
大
き

く
海
藻
の
採
集
や
観
察
に
適
し
た
岩
盤
、
が
多
い
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
杢
の
中
で
忍

路
は
緑
藻
の
ヒ
ト
エ
グ
サ
、
が
皇
宮
に
あ
リ
、
ま
た
室
蘭
は
北
方
性
の
コ
ン
ブ
類
、
が
大
量
に
生

育
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
、
」
れ
ら
の
迩
藻
の
生
活
、
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
高
菜
類
を

培
養
で
き
る
技
術
ピ
施
設
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
忍
路
は
当
時
の
水
産
専
門
部
の
施
設
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で
常
駐
の
研
究
岩
も
お
ら
ず
継
続
的
な
研
究
は
で
き
な
い
環
境
に
あ
っ
た
。
山
田
の
海
藻

研
究
を
百
的
と
す
る
実
験
所
設
置
の
強
い
願
い
は
赴
任
後
3
年
を
経
で
実
っ
た
。
そ
れ
が

1
q
3
3
年
5
月
に
閉
所
し
た
室
蘭
の
北
大
理
学
部
附
属
議
藻
研
究
所
で
あ
る
。
専
ら
議

藻
を
研
究
対
象
ど
す
る
こ
の
施
設
は
我
、
が
国
は
勿
論
の
-
}
ピ
、
世
界
で
も
初
め
て
の
も
の

で
あ
っ
た
。
理
学
部
が
出
来
て
か
ら
お
ず
か

3
年
後
に
こ
の
よ
う
な
施
設
、
が
出
来
た
こ
と

は
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
設
置
の
意
義
を
理
解
し
実
現
に
努
力
し
た
当
時
の
田
所
哲
太
郎
理

学
部
長
を
山
田
は
「
研
究
所
生
み
の
親
」
と
し
て
終
生
そ
の
忠
義
を
志
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
田
所
の
若
い
占
田
に
対
す
る
期
待
の
大
き
し
ご
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。

こ
の
研
究
所
は
当
、
初
道
の
水
産
試
験
場
室
蘭
支
場
だ
っ
た
ど
こ
ろ
を
改
疹
し
、
常
駐
の

研
究
岩
1
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
一
度
移
転
し
、
、
さ
ら
に

i
q
5
6
年
に
現
在

地
の
チ
ャ
ラ
ツ
ナ
イ
浜
に
新
築
移
転
し
た
。
教
官
。
ホ
ス
ト
も
教
授
を
令
め
夜
数
の
体
制
ど

な
リ
、
大
学
院
生
、
留
学
生
も
研
究
に
専
会

A

で
き
る
ほ
ど
に
充
実
し
た
。
こ
の
研
究
所
か
ら

攻
丈
・
和
丈
の
研
究
報
告
が
刊
行
き
れ
、
海
外
の
藻
類
学
研
究
岩
か
ら
も
注
司
さ
れ
る
業

績
を
あ
げ
現
在
に
至
る
こ
ど
に
な
る
。
特
に
藻
類
の
培
養
技
術
ピ
設
舗
の
充
実
に
よ
リ
生

活
史
や
生
理
学
的
研
究
、
が
占
田
の
弟
子
た
ら
に
よ
っ
て
進
展
し
た
。
海
藻
研
究
所
は
そ
の
後
、

理
学
部
附
属
海
薬
研
究
施
設
、
北
方
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
室
蘭
臨
議
実
験
所
ピ

名
称
を
変
更
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
、
が
、
山
田
、
が
目
指
し
た
海
藻
学
研
究
の
流
れ
は
旅
々

と
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
理
学
部
の
植
物
第
二
講
座
(
植
物
余
類
学
講
座
)
は
現
在
、
白
然
史
科
学
部
門
・
多

様
性
生
物
学
講
座
立
と
名
称
が
変
わ
っ
た
が
、
研
究
内
宏
は
菜
類
、
の
八
刀
類
・
系
統
が
主
で

あ
り
日
本
の
菜
類
学
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

誌
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
田
は
台
湾
は
じ
め
甫
方
性
の
議
藻
研
究
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。
北
迩
道
に
赴
任
し
て
今
度
は
北
方
性
迩
藻
に
結
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
特
に

道
東
は
フ
ン
ブ
類
の
宝
庫
で
、
来
、
流
滅
の
海
藻
の
研
究
に
は
厚
岸
の
臨
海
実
験
所
、
が
拠
点

と
な
っ
た
。
北
大
理
学
部
附
属
厚
岸
臨
海
実
験
所
は
理
学
部
創
設
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
リ
の
立
派
な
建
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
動
物
学
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
が

常
駐
し
て
い
る
。
植
物
の
学
生
た
ち
は
毎
夏
二
週
間
ほ
ピ
臨
海
実
習
の
た
め
こ
こ
に
滞

在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
噌
}
ど
か
ら
こ
の
地
域
の
海
藁
の
フ
ロ
ラ
も
次
第
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

占
由
は

i
q
3
3
年
夏
に
理
学
部
の
地
質
鉱
物
調
昼
に
同
行
し
て
ウ
ル
ッ
プ
島
に
行
く
機
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会
、
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
徐
々
に
北
方
性
海
藻
の
知
鬼
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

1
q
3
4
年
、
心
田
の
学
生
時
代
の
思
師
の
一
人
早
田
丈
歳
、
が
、
翌

1
Q
3
5
年
8
月

に
は
議
藻
学
の
思
師
関
村
金
太
郎
、
が
相
次
い
で
逝
去
し
た
。
岡
村
は

1
q
3
1
年
に
水
産

講
習
所
名
挙
教
授
と
な
っ
て
弘
前
か
ら
書
き
た
め
て
い
た
日
本
海
藻
誌
の
原
稿
執
筆
に
専

入
金
し
た
、
が
出
版
目
前
で
亡
く
な
っ
た
。
占
田
は
関
村
の
意
志
を
継
ぎ
、
校
正
な
ど
を
精
力

的
に
行
い
、
翌

I
q
3
6
年
4
月
に
内
田
老
鶴
圏
か
ら
名
著
「
日
本
迩
藻
誌
」
、
が
出
抜
さ
れ

た
。
約

q
7
0
頁
に
及
ぶ
大
作
で
、
序
丈
は
宮
部
金
吾
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。

教
育
、
研
究
、
そ
し
て
社
会
貢
献

山
田
、
が
残
し
た
論
丈
は

i
q
2
4
年
か
ら

1
q
7
3
y
T立
で
で

1
4
5
篇
あ
る
。
研

究
対
象
は
縁
菜
、
褐
藻
、
紅
藻
ピ
幅
志
く
多
く
の
新
知
兎
を
学
界
に
報
告
し
た
。
心
田
に
よ

る
新
属
、
新
桂
等
の
新
し
く
記
載
さ
れ
た
八
刀
類
群
は

2
0
0
近
く
あ
リ
、
新
産
種
を
令
め

る
ど
さ
ら
に
大
き
な
数
字
に
な
る
と
思
わ
れ
る
〔
黒
木
宗
尚
著
「
1

山
田
幸
男
先
生
の
経
歴
ピ

業
績
に
丈
献
4
)〕。

諦
昼
、
採
集
で
訪
れ
た
地
域
は
千
島
か
ら
台
湾
、
ミ
ク
ロ
ネ
、
ン
ア
に
瓦
ぷ
。
業
績
の
う
ち
、

フ
ロ
ラ
(
そ
の
地
域
の
植
物
の
記
載
)
的
な
も
の
と
し
て
台
湾
、
ミ
ク
ロ
ネ
、
ン
ア
、
沖
縄
、
八

丈
島
、
伊
勢
湾
の
菅
島
、
陸
奥
湾
、
北
海
道
の
波
島
小
島
、
厚
岸
、
知
成
半
島
、
北
千
島
、
ウ
ル
ツ

プ
島
な
ど
が
あ
リ
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
的
研
究
ど
し
て
は
、
紅
藻
の
ソ
ゾ
属
、
ガ
ラ
、
ガ
ラ
モ
ド
キ

属
、
コ
ナ
ハ
ダ
属
、
キ
リ
ン
サ
イ
属
、
緑
藻
で
は
イ
ワ
ヅ
タ
属
、
サ
ボ
テ
ン
グ
サ
属
、
褐
藻
で

は
南
方
産
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
属
、
コ
ン
ブ
科
植
物
な
ど
の
研
究
も
多
い
。
こ
の
噌
」
ど
か
ら
兎
て
も
、

山
田
は
丈
字
通
リ
白
木
を
代
表
す
る
海
藻
の
余
類
学
研
究
者
で
あ
っ
た
。
日
本
の
迩
藻
学

は
関
村
金
太
郎
、
山
田
幸
男
の
二
人
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
枠
ら
れ
た
と
一
一
一
口
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
青
山
田
の
薫
陶
を
受
け
て
育
っ
た
海
藻
の
研
究
岩
は
北
大
の
み
な
ら
ず
他
大
学

の
出
身
岩
も
少
な
く
な
い
。
弟
子
た
ち
は
各
地
の
大
学
で
さ
ら
に
弟
子
を
育
て
、
現
在
は

山
田
か
ら
み
れ
ば
孫
弟
子
、
曾
孫
弟
子
、
が
活
躍
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
今
類
学
の
手

法
も
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
解
析
が
不
可
欠
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
も
形
態
に
よ
る

余
類
の
基
礎
的
知
識
、
が
あ
っ
て
成
リ
立
?
」
ど
で
あ
る
。

1
q
5
2
年
、
日
本
藻
類
学
会
、
が
設
立
さ
れ
、
山
田
は
会
長
に
就
任
し
た
。
号
の
接
、
、
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室蘭海藻研究所前で (1969年4月)

i
Q
6
4
(
昭
和
羽
)
年
に
北
大
を
退
官
す
る
ま
、
で
の
は
年
間
を
会
長
と
し
て
、
さ
ら
に
、

そ
の
後
は
名
誉
会
長
ど
し
て
会
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
学
会
の
事
務
局
は
発
足
当
、
初
か
ら

山
田
、
が
退
官
す
る
ま
で
北
大
理
学
部
植
物
余
類
学
教
室
内
に
お
か
れ
、
雑
誌
「
議
類
」
が
年

4
回
発
行
さ
れ
た
。
筆
岩
は
大
学
院
、
助
手
の
時
代
に
こ
の
学
会
の
幹
事
を
務
め
た
こ
ど

が
あ
る
、
が
、
財
政
、
が
窮
乏
し
た
時
は
、
会
長
、
が
私
財
で
一
時
補
っ
た
リ
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
日
本
藻
類
学
会
は
会
員
数
も
増
え
研
究
発
表
の
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
、
設
立
当

初
か
ら
み
れ
ば
格
段
に
充
実
し
て
い
る
。
山
田
の
蒔
い
た
も
う
一
つ
の
謹
が
立
派
に
育
っ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

1
q
6
4
年
か
ら
3
年
間
は
国
際
諜
類
学
会
の
会
長
に
就
任
し

て
学
会
の
発
展
に
尽
く
し
た
。

若
い
描
ハ
の
占
田
は
教
室
一
で
は
援
し
か
っ
た
む
い
う
話
を
筆
岩
は
先
輩
た
ち
か
ら
よ
く
聞

か
さ
れ
た
。
し
か
し
、
山
田
は
大
声
で
叱
っ
た
り
怒
鳴
る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
し
な
か
っ
た
。

率
先
垂
範
し
て
研
究
に
捺
し
て
の
姿
勢
を
教
え
る
タ
イ
プ

A

で
あ
っ
た
。
一
日
に
一
度
は
学

生
の
研
究
状
況
を
兎
に
学
生
の
研
究
室
を
訪
れ
た
。
そ
の
時
に
コ
ツ
コ
ツ
ピ
廊
下
に
響
く
山

田
の
靴
音
に
緊
張
し
た
と
先
輩
た
ち
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
。
筆
岩
、
が
学
生
の
頃
は
す
で

に
老
教
授
の
風
貌
で
、
出
来
の
悪
い
我
々
に
は
や
し
ご
し
い
先
生
で
あ
っ
た
、
が
、
対
象
物
を
徹

底
的
に
筑
察
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
、
い
い
加
減
な
推
論
、
予
測
な
ど
を
嫌
っ
た
。
卒
業
研
究

を
す
る
時
期
に
な
る
と
山
田
は
そ
の
学
生
を
連
れ
て
必
ず
一
度
は
採
集
旅
行
を
し
た
。
朝

か
ら
晩
ま
で
1
対
1
の
村
き
令
い
で
あ
る
。
筆
岩
は
焼
尻
・
一
犬
売
両
島
に
連
れ
て
行
っ
て

頂
い
た
。
そ
の
時
に
採
集
し
た
渇
藻
コ
ン
ブ
科
の
ア
ナ
メ
は
少
し
後
に
新
種
テ
ウ
リ
ア
ナ
メ

ど
し
て
発
表
さ
れ
た
。
一
つ
の
謹
を
採
集
か
ら
新
通
ど
し
て
発
表
に
至
る
ま
で
の
研
究
過

程
を
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
得
難
い
経
験
で
あ
っ
た
。
焼
尻
の
痛
で
は
迩
藻
の
話
だ

け
で
は
な
く
各
地
の
美
味
し
い
灸
ベ
物
の
話
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
機
か
し
い
思
い

出
で
あ
る
。
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ー
山
田
を
偲
ぷ
話
に
は
灸
ベ
物
の
こ
と
が
よ
く
出
て
く
る
。
田
植
物
余
類
学
教
室
で
は
広
一

灸
時
に
な
る
と
心
田
を
囲
ん
で
告
で
会
事
を
す
る
の
、
が
恒
例
に
な
っ
て
い
た
。
学
問
的
な

話
ば
か
リ
で
な
く
政
治
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
話
が
で
て
き
た
が
、
会
ベ
物
の
唱
」
γ
」
(
会
感
)

に
関
し
て
は
山
田
の
独
特
な
表
現
、
が
有
名
で
ひ
そ
か
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。

「
山
田
幸
男
先
生
追
悼
丈
集
」
(
丈
献
3
)
の
や
に
弟
子
の
一
人
が
書
い
た
「
無
責
任
会
議
」

ど
い
う
丈
の
や
に
そ
れ
ら
、
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
、
ン
ヨ
リ
.
、
ン
ヨ
リ
は
1
キ
ク



ラ
ゲ

2
マ
ス
カ
ッ
ト

3
マ
イ
タ
ケ

4
奈
良
漬
け
ら
ハ
ナ
カ
タ
バ
ミ
の
地
下
茎
、
、
ン
コ
、
ン

コ
は
1
、
ボ
ラ
の
胃

2
7
ン
ボ
ウ
の
胃
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
全
部
で
お
通
リ
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

正
月
に
は
我
々
を
ご
色
宅
に
招
い
て
く
だ
さ
り
、
奥
様
の
手
料
理
で
新
年
会
を
す
る
の

が
恒
例
で
あ
っ
た
。
ま
だ
会
種
事
情
の
悪
い
当
時
、
貸
乏
な
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
占
田
家

の
ご
馳
走
は
格
段
の
味
で
あ
っ
た
。

占
田
の
性
格
は
真
面
自
、
誠
実
、
地
味
で
、
派
手
な
こ
と
や
目
立
つ
噌
』
ど
を
嫌
っ
た
。
し

か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
象
牙
の
塔
」
に
こ
も
る
だ
け
の
研
究
岩
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
海
藻
学

の
成
果
が
水
産
業
の
発
展
に
投
立
つ
よ
う
に
ど
の
思
い
は
強
か
っ
た
。
コ
ン
ブ
や
ノ
リ
の

増
養
殖
の
問
題
は
も
と
よ
リ
、
今
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
磯
焼
け
(
迩
底
、
が
石
灰
藻
に
覆

わ
れ
、
普
通
の
迩
藻
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
現
象
)
の
調
杢
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

海
藻
学
の
庇
用
面
に
つ
い
て
関
心
山
を
持
っ
て
い
た
山
田
に
と
っ
て
、
願
つ
で
も
な
い
協
力

岩
が
い
た
。

1
q
3
3
年
に
余
市
の
道
立
水
産
試
験
場
に
赴
任
し
て
き
た
木
下
虎
一
郎
博

士
で
あ
っ
た
。
木
下
は
水
産
講
習
所
で
町
村
金
太
郊
の
葉
商
を
受
け
た
高
学
の
士
で
あ
る
0

1

山
田
も
木
下
も
関
村
か
ら
互
い
の
存
在
を
間
か
さ
れ
、
将
来
協
力
す
る
よ
う
に
と
、
申
し
渡

さ
れ
て
い
た
の
で
名
前
は
互
い
に
知
っ
て
い
た
。
ー
山
田
は
岡
村
を
通
じ
て
A
フ
で
言
う
産
学

連
携
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
戦
時
色
、
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
て
軍
か
ら

力
リ
・
臭
素
の
原
料
ど
し
て
議
藻
の
増
産
が
命
じ
ら
れ
、
道
水
産
部
、
試
験
場
、
北
大
、
が
協

力
し
て
事
に
当
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
ど
か
ら
、
中
田
は
木
下
を
通
じ
て
道
の
水
産
部
ど

の
つ
な
、
が
リ
が
深
く
な
っ
た
。
戦
後
も
浅
議
増
殖
関
係
の
仕
事
の
ほ
か
、
内
水
面
活
場
管

理
委
頁
会
委
頁
な
ど
も
長
く
務
め
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
ど
に
加
え
、
研
究
岩
の
就
職
難
も
あ
っ
て
、
山
田
は
優
季
な
卒
業
生
を
国

の
水
産
研
究
所
や
地
方
白
治
体
の
水
産
試
験
場
に
就
職
さ
せ
た
。
そ
れ
ら
の
弟
子
た
ち
の
多

く
は
思
師
の
期
待
に
占
拠
え
水
産
業
の
発
展
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
し
た
(
丈
献
山
)
。

占
田
は
ま
た
北
海
道
の
丈
化
財
保
護
委
頁
も
長
く
務
め
た
。
そ
れ
は
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ

、
が
国
の
特
別
天
然
記
入
念
物
の
指
定
を
受
け
、
常
に
マ
リ
モ
の
実
態
調
盛
や
枯
死
の
被
害
調

盛
な
ど
を
す
る
民
妻
、
が
あ
リ
、
ー
山
田
に
そ
の
仕
事
、
が
課
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、
北
議
道
科
学
塞
議
会
委
頁
、
北
海
道
増
殖
研
究
会
会
長
な
ど
も
務
め
た
。
学
内
に
あ
っ

て
は
評
議
頁
、
理
学
部
長
の
要
識
を
歴
任
し
、
理
学
部
、
北
大
の
発
展
に
カ
を
尽
く
、
さ
れ
た
o

64 

1
q
6
0
(
昭
和
お
)
年
に
北
海
道
新
聞
丈
化
賞
、

-
Q
6
4
(
昭
和
約
)
年
に
北
海
道

丈
化
賞
を
受
賞
、

i
q
7
2
(
昭
和
灯
)
年
に
は
勲
二
等
旭
日
重
光
章
に
叙
勲
さ
れ
た
。

1
q
7
5
(
昭
和
印
)
年
7
月
6
目
、
京
都
の
臼
宅
で
病
没
、
ム
ロ
千
年
九
歳
。
法
名
・
智
月

院
理
学
寿
幸
居
士
。
菩
提
寺
は
京
都
東
山
の
洞
雲
寺
で
あ
る
。

こ
の
年
の
春
、
日
本
藻
類
学
会
で
は
山
田
幸
男
先
生
喜
寿
記
念
号
の
出
版
を
決
め
た
、
が
、

山
田
の
死
去
に
伴
い
急
速
追
悼
号
に
変
更
し
た
。
論
丈
mw
篇
(
国
外
か
ら
の
論
丈

q
篇
を

入
品
口
む
)
が
集
ま
り

l
q
7
7
年
8
月
に
出
収
さ
れ
た
。

ー
ノ
こ

t
i
 

山
田
幸
男
先
生
の
薫
砲
を
受
け
た
優
呑
な
先
輩
諸
兄
、
が
健
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

筆
岩
が
非
才
を
定
み
ず
こ
の
小
伝
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
は
末
尾
の
丈
献
を
参
考

に
作
成
し
た
、
が
、
先
生
ご
白
身
の
回
想
録
ど
も
言
う
べ
き
「
わ
が
海
藻
研
究
五
十
年
」
に
依

る
と
こ
ろ
、
が
多
い
。
ま
た
写
真
数
葉
も
こ
の
害
か
ら
転
載
さ
ぜ
て
頂
い
て
い
る
。
先
生
の

ご
長
男
山
田
真
弓
先
生
(
北
大
名
誉
教
授
・
動
物
学
)
に
は
本
稿
に
百
を
通
し
て
頂
き
多
く

の
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
向
か
ら
御
礼
を
・
申
し
上
げ
る
。
探
本
写
真
、
は
参
考
丈
献
の

け
(
北
大
白
然
史
タ
イ
プ
コ
レ
ク
、
ン
ヨ
ン
)
か
ら
転
哉
、
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
こ
の
持
に
つ
い

て
は
北
大
の
堀
白
健
雄
教
投
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
室
蘭
臨
海
実
験
所
(
旧
迩
藻
研
究
所
)

の
写
真
は
同
実
験
所
の
木
村
泰
三
教
授
に
提
供
し
て
頂
い
た
。

1
q
6
4
(
昭
和
的
)
年
の

2
月
、
北
大
大
学
院
在
学
中
の
筆
岩
に
、
山
田
先
生
か
ら
そ

の
年
の

4
月
か
ら
余
類
学
教
室
の
助
手
に
ど
の
ご
意
向
を
伝
え
ら
れ
、
先
生
ご
白
身
は
直

後
の

3
月
末
で
停
年
退
官
さ
れ
た
。
先
生
、
が
京
都
に
居
を
移
さ
れ
る
ま
で
名
誉
教
授
と
し

て
教
室
で
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
続
け
て
先
生
の
お
教
え
を
受
け
る
こ
ど
が

で
き
た
。
金
縁
関
保
は
無
い
、
が
同
じ
山
田
姓
で
あ
っ
た
た
め
に
先
生
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
ど
も
あ
る
が
、
思
患
を
受
け
る
こ
ど
も
多
か
っ
た
。

1
q
7
4
年
q
月
に
京
都
に
お
住
ま
い
の
先
生
か
ら
お
手
紙
を
頂
い
た
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
の
植
物
学
会
大
会
の
セ
力
ン
ド
・
サ
!
キ
ュ
ラ
ー
を
コ
ピ
ー
し
て
お
送
り
し
た
時
の
ご

返
事
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
「
・
・
・
比
前
申
し
上
げ
た
通
リ
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
古
い
襟

本
は
小
生
五
十
年
来
の
念
願
の
も
の
で
す
の
で
、
何
と
か
し
て
去
っ
た
い
と
は
思
っ
て
い



山田幸男先生筆による色紙「克藻暮日j
山田幸努先生追悼文集(1976)より転載

京都のご自宅の庭で (1973)
山田幸男先生追悼文集より転載

ま
す
、
が
、
ロ
ハ
健
康
、
が
ゆ
る
す
か
ど
う
か
た
よ
り
な
い
次
第
で
す
」
ど
あ
る
。
結
局
先
生
の
願

い
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
先
生
、
が
他
界
さ
れ
て
か
ら
3
年
後
の

1
q
7
8
年
に
、
筆
者
は

当
時
の
ソ
連
邦
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
・
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
-
コ
マ
口
フ
植
物
研
究
所
で
3
力

月
近
い
研
究
生
活
を
経
験
し
た
。
そ
の
時
、
先
生
、
が
ご
存
命
で
あ
れ
ば
種
々
ご
報
告
で
き
た

の
に
ど
何
度
か
思
っ
た
記
横
が
あ
る
。
先
生
は
達
筆
で
筆
ま
め
で
あ
っ
た
。
弟
子
に
対
し

て
も
実
に
丁
寧
な
お
手
紙
を
お
書
き
に
な
っ
た
。
今
回
、
機
会
を
与
え
ら
れ
て
機
か
し
い

先
生
の
筆
誌
や
記
憶
を
辿
る
時
間
を
持
て
た
こ
ど
を
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

文
獄
(
年
代
順
)

1

中
村
義
輝
故
山
田
幸
男
先
生
の
御
葬
儀
に
参
列
し
て
「
藻
類
」
お
巻
3
号

1
9
7
5

2
新
崎
盛
敏
故
山
田
幸
男
先
生
と
日
本
一
渓
類
学
会
発
足
の
頃
「
藻
類
」
お
巻
4
号

1
9
7
5

3

山
田
幸
男
先
生
追
悼
文
集
同
上
文
集
刊
行
会

1
9
7
6

4
一<一
C
コのコ白
O
}〈に「
o
g
(
4
C
吋
⑦
)
一
〈
c
r
一O
〈
∞
ヨ
ω己
ω
(
4
c
o
o
l
4
ω
u
v
切)勺『
Jての
O
一O
∞一
ω
↓

印

(

閃

)

も
ち
-
2
m
l
u
山石'

5
門
口
本
藻
類
学
会
誌
「
一
渓
類
」
第
田
巻
増
補
山
田
幸
男
先
生
追
悼
号

1
9
7
7

6
山
田
幸
男
「
わ
が
海
藻
研
究
五
十
年
」

1
9
7
9

7
北
海
道
大
学
理
学
部
植
物
分
類
学
教
室
五
十
年
小
史

(
1
9
3
0
1
1
9
8
0
)
同
上
刊
行
会

1
9
8
0

8
山
田
真
弓
「
山
田
幸
男
」
の
項
木
原
均
・
篠
遠
喜
人
・
磯
野
直
秀
監
修
「
近
代
臼
本
生
物
学
者
小
伝
」

(
1
9
8
8
)

9
ζ
ω
印∞一
a
N
C

↓ω
5
2
m
一公(斗

ωω
⑦)・〈
C
一〈一
O
〈
2
4
J
ω
a
o
(
4
C
0
0
1
4
C
U河

川
凶

)
m
C
0
・L
Q
白「
σ
ω
ミ
的

玄
F

」・〈〈てココタ-勺「
Q
d
一コのコ
H
3
Jての
O
一O
∞一回日目
0

2
一J
O
M
O
H
フ
の
の
コ
ご
「
て
・
勺
Cσ
・ぴて勺一
d
o
o
一切
0
0
・》ヨの『よ

ち一

U
4
2
1
4
ω

∞

叩
山
田
幸
男
先
生
生
誕

1
0
0
周
年
記
念
寄
稿
集
「
藻
類
」
第
特
巻
第
3
号

(
2
0
0
0
)

什
北
大
自
然
史
タ
イ
プ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

1
1
2
8
年
知
の
伝
承
、
引
世
紀
C
O
E
「
新
・
自
然
史
科

海
道
大
学
総
合
博
物
銭
円
4
0
0
4
(海
藻
標
本
写
真
一
一
一
点
を
転
載
)

印
杉
山
滋
郎
「
山
田
幸
男
」
の
項
北
の
科
学
者
群
像
(
理
学
モ
ノ
グ
ラ
フ

1
9
4
7
1
1
9
5
0
)

北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

(
2
0
0
5
)

学
創
成
」
北

い
え
ま
さ

1
9
3
5
年
東
京
都
生
、

1
9
5
9
年
北
大
埋
学
部
卒
、

1
9
6
2

年
同
大
大
学
院
修
士
修
了
、
専
攻
は
純
物
学
(
海
深
学
)
、
理
学
博
士
。

1
9
6
4
年
北
大
助
手
、
講
師
な
ど
を
経
て

1
9
8
0
年
小
綿
商
大

教
授
、

1
9
9
2
年
小
櫛
商
大
学
長
、

2
0
0
2
年
3
月
向
上
任
期
満

了
選
任
、

4
月
小
樽
潟
大
名
誉
教
授
、

6
月
北
海
道
関
妬
記
念
館
館
長
、

2
0
0
0
年
3
月
向
上
退
職
。
現
在
、
北
海
道
ユ
ネ
ス
コ
述
絡
協
議
会

会
長
、
北
海
道

N
I
E
推
進
協
議
会
会
長
な
ど
。

や
ま
だ
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